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研究成果の概要（和文）：我々は過去に近赤外線スペクトロスコピー（NIRS）により、前頭葉を

働かせる課題を用い、ADHD 児は定型発達児に比べ、前頭葉の機能低下を示した。同じ方法で、

ADHD児に対して治療薬であるmethylphenidate徐放剤およびatomoxetineでの治療前後におい

て比較検討を行ったところ、治療後には前頭葉の機能低下が改善されていた。よって NIRS によ

り客観的に薬物療法の効果判定が行える可能性がある。

研究成果の概要（英文）：We have proved that there are prefrontal brain dysfunction in

ADHD children as compared with typical development children by near-infrared light

spectroscopy (NIRS). After comparing it in before and after therapy in methylphenidate

sustained-release tablet and atomoxetine for children with ADHD by the same technique,

prefrontal brain dysfunction was improved after the treatment. Therefore, NIRS may be

one useful measurement to evaluate the effect of pharmacotherapy.
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１．研究開始当初の背景

注意欠如・多動性障害（ADHD）は不注意、

多動、衝動性を３主症状とする軽度発達障害

である。ADHD においては認知・情報処理過程

において何らかの障害が存在するのではな

いかと考えられており、我々は精神生理学的

研究である事象関連電位（ERPs）に注目して

検討を行なってきた。

しかし、ERPs は手技が複雑で必ずしも簡便

な方法とは言えなかった。ADHD における客観

的指標の検査法は子どもが主な対象者とな

るため、簡便でかつ検査時間が短時間また当

然、人体に無害であることが必要条件である。

そこで我々はこれらすべての条件を満たし

ている近赤外線スペクトロスコピー（NIRS）

に注目した。

我々は前頭葉賦活課題を用い、定型発達児

と ADHD 児の検査結果を比較検討することに

より、ADHD 児は定型発達児に比べ、賦活課題

施行時に前頭葉で酸素化Ｈｂ（血流の指標と

なるとされる）の上昇が悪く、NIRS が補助的

診断に有用であることを示した（ Negoro H

et al,: Prefrontal Dysfunction in

Attention-Deficit/Hyperactivity Disorder

as Measured by Near-Infrared Spectroscopy.

Child Psychiatry Hum Dev.

41(2):193-203.2010）。

本邦では、２００７年末に metylphenidate

徐放剤(以下 MPＨ徐放剤)が、２００９年夏に

ノルアドレナリン再取り込み阻害薬である

atomoxetine（以下 ATX）が ADHD 治療の適応

取得済みである。しかし本邦での使用歴はい

ずれも浅く、必ずしもそれらの効果に関する

研究が進んでいるとは言い難かった。よって

NIRS により客観的に薬物療法の効果判定が

行えるかどうかを研究するに至った。

２．研究の目的

本研究では ADHD の薬物治療により、臨床症

状の改善に従って、その酸素化Ｈｂの上昇の

悪さが改善されるのか、さらに NIRS が ADHD

児にとって、薬物療法効果の客観的指標にな

るのかを検討する。

本邦では現在、二剤の薬物が ADHD 治療の

適応を取得している。本研究では ADHD の薬

物治療により、臨床症状の改善に従って、

我々が示した ADHD 児の酸素化Ｈｂの上昇の

悪さが改善されるのか、さらに NIRS が ADHD

児にとって、薬物療法効果の客観的指標にな

るのかを検討する。

３．研究の方法

不注意、多動、衝動性等の症状を主訴に奈

良教育大学特別支援教育研究センター、奈良

県立医科大学精神科を相談または受診に訪

れ、ADHD と診断された児のうち、精神遅滞の

認められないものを対象とする。対象児と親

に半構造化面接を行い、DSM - IV に従って熟

練した 2 名の児童精神科医が ADHD の診断を

行った。

NIRS は日立メディコ社、光トポグラフィ装

置 ETG 4000（パイロットスタディまでは ETG

100）を用いた。課題遂行時の前頭領域の血

流変化（酸素化ヘモグロビン（Oxy- Hb）を

測定する。課題は前頭葉賦活課題である

Stroop 課題を用いた。

ADHD 児に治療薬服薬前と治療薬（MPH 徐放

剤または ATX）を毎日服薬開始し８週間後の

後、の 2 回の NIRS を測定する。また ADHD の

重症度の尺度である ADHD－RS を治療の効果

判定のために治療前後で測定した。なおどち

らの治療薬を選択するのかは主治医と保護

者・患児が決定し、NIRS 測定及び解析は主治

医となった医師が行わないようにした。



４．研究成果

MPH 徐放剤を用いた 9 例（平均 8.0±1.22

歳、男児 7例、女児 2例）は、治療後に平均

25.0±6.00 mg/日を服薬しており、ADHD-RS

は治療前後で 35.2±7.50 から 15.3±6.02 に

有意に低下していた。そして、NIRS の結果は

前頭領域全 24 チャンネルのうちチャンネル

21 において、治療前と比較して治療後の酸素

化ヘモグロビン変化が有意に増加していた。

ATX を用いた 5 例（平均 9.0±2.35 歳、男

児 3例、女児 2例）は、治療後に 1 日あたり

平均 1.36±1.115 mg/kg を服薬しており、

ADHD-RS は治療前後で 31.8±13.24 から 26.6

±14.45 に低下傾向であった。そして、NIRS

の結果は前頭領域全 24 チャンネルのうちチ

ャンネル 8、21 において、治療前と比較して

治療後の酸素化ヘモグロビン変化が増加傾

向にあった。

両薬剤ともに、臨床症状の改善とともに前

頭領域の酸素化ヘモグロビン変化が増加し

ており、NIRS を用いて客観的に薬物治療の効

果判定が行える可能性が示唆された。しかし、

ATX においては臨床症状の改善に比して酸素

化ヘモグロビン変化の増加する範囲が MPH徐

放剤より広範囲であり、MPH 徐放剤と ATX で

は前頭葉へ及ぼす影響に違いがある可能性

が考えられた。

現時点では NIRS を用いて客観的な薬物治

療の効果判定の研究は MPH によるものが 1本

あるのみで ATX によるものはない。また NIRS

を用いて両剤を比較検討した研究はないの

で、今後症例数を増やし論文化の予定である。
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